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グ�

リ
ー
ン
ス
ワ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
紹
介

～
気
候
リ
ス
ク
へ
の
中
央
銀
行
、
金
融
規
制
当
局
の
対
応

佐
志
田　

晶　

夫

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
が
一
月
に
公
表
し
た
〝
グ
リ
ー
ン

ス
ワ
ン
－
気
候
変
動
の
時
代
に
お
け
る
中
央
銀
行
と
金
融

安
定⑴

〟
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
〝
気
候
変

動
は
、
中
央
銀
行
と
規
制
・
監
督
当
局
に
新
た
な
課
題
を

提
起
す
る
〟
と
し
て
関
連
す
る
文
献
を
幅
広
く
参
照
し⑵

⑶

、

主
に
金
融
安
定
の
マ
ン
デ
ー
ト
に
係
る
リ
ス
ク
と
対
応
手

段
に
つ
い
て
、
分
析
手
法
や
方
法
論
を
含
め
て
論
じ
て
い

る
。

　

気
候
リ
ス
ク
に
は
、
次
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
金
融
危
機

の
背
景
要
因
と
も
な
り
う
る
極
端
に
破
壊
的
な
〝
グ
リ
ー

ン
ス
ワ
ン
〟
的
な
特
質
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ス
ワ
ン
と

は
、
レ
ポ
ー
ト
が
定
義
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン
に
倣
っ
た

気
候
変
動
リ
ス
ク
の
概
念
（
図
表
1
）
で
、
時
期
は
不
確

実
だ
が
将
来
の
発
生
は
確
実
性
が
高
く
、
し
か
も
影
響
は

極
め
て
深
刻
で
、
環
境
、
社
会
・
経
済
へ
の
影
響
に
は
高

次
の
複
雑
さ
が
あ
る
。

　

中
央
銀
行
や
金
融
規
制
・
監
督
当
局
だ
け
で
は
、
気
候

変
動
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
回
避
に
は
中
央
銀
行
が
果
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た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
金
融
安
定
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
中
央
銀
行
に
実
施
可
能
な
対
応
を
検
討
、

加
え
て
政
府
、
民
間
部
門
、
市
民
社
会
及
び
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
含
む
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
協
調
し
た
行
動
が

必
要
で
あ
り
、
中
央
銀
行
は
、
議
論
を
適
切
に
構
成
し
気

候
変
動
と
戦
う
手
段
で
の
協
調
を
助
け
る
役
割
も
あ
る
と

し
て
い
る
。

二�

、
気
候
変
動
の
地
球
環
境
、
社
会
・

経
済
及
び
金
融
へ
の
影
響

⑴
　
気
候
変
動
へ
の
対
応
～
炭
素
税
の
必
要
性
と
限
界

　

気
候
変
動
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
経
済
及
び
金
融
シ

ス
テ
ム
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
前
例
の
な
い
問
題
を
提
起
し
て

い
る
。
現
在
の
生
産
・
消
費
パ
タ
ー
ン
か
ら
は
、
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
処
理
能
力
を
越
え
て
持
続
不
能
な
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
が
生
じ
、
気
温
上
昇
が
世
界
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

図表１　ブラックスワンからグリーンスワンへ

〔出所〕�　レポートのBoxAより筆者が要約。
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と
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
に
影
響
し
始
め
て
い
る
。
気
候
変

動
に
は
、
影
響
が
明
白
で
不
可
逆
的
に
な
る
に
は
大
き
な

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
そ
れ
が
意
思
決
定
に
影
響
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
Ｍ
．
カ
ー
ニ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総

裁
（
当
時
）
は
〝
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
（
時
間
軸
）
の
悲
劇
〟
と

指
摘
し
て
い
る⑷

。

　

多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
、
気
候
変
動
は
大
規
模
な
外

部
性
の
問
題
で
あ
り
、
ピ
グ
ー
税
的
な
炭
素
税
で
対
応
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る⑸

。
だ
が
、
炭
素
税
に
は
三
つ
の
限
界

が
あ
り
、
炭
素
価
格
の
上
昇
は
不
可
欠
だ
と
し
て
も
、
他

の
選
択
肢
も
探
求
す
べ
き
で
あ
る
。

・
炭
素
価
格
上
昇
は
最
善
の
選
択
肢
と
さ
れ
て
き
た
が
、

資
本
再
配
分
促
進
に
十
分
な
水
準
に
な
っ
て
い
な
い
。
予

測
不
能
な
負
の
金
融
変
動
の
可
能
性
も
あ
り
、
中
央
銀
行

は
リ
ス
ク
を
懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
気
候
変
動
は
〝
過
去
に
例
の
な
い
最
大
の
市
場
の
失

敗
〟
で
、
炭
素
価
格
は
急
上
昇
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
影
響
や
環
境
規
制
の
強
化
は
金
融
破
綻
や
資
産
再
配
分

を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
〝
気
候
の
ミ
ン
ス
キ
ー
モ
ー
メ

ン
ト
〟（
Ｍ
．
カ
ー
ニ
ー
の
言
葉⑹

）
に
な
り
得
る
。

・
気
候
変
動
の
影
響
は
広
範
・
大
規
模
で
あ
り
、
制
度
及

び
社
会
・
技
術
的
な
惰
性
へ
の
対
応
が
必
要
。
例
え
ば
、

炭
素
価
格
上
昇
に
よ
る
交
通
手
段
変
化
を
促
す
に
は
財
政

に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
だ
ろ
う
。
金
融
、
健

全
性
及
び
財
政
手
段
に
よ
る
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要

で
あ
る
。

⑵
　
気
候
変
動
に
よ
る
物
理
的
リ
ス
ク
と
移
行
リ
ス
ク

　

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
史
上
最
高
水
準
に
達
し

て
い
る
。
産
業
革
命
以
降
の
上
昇
が
顕
著
で
過
去
数
十
年

間
に
急
速
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
化
石
燃
料
の
燃
焼
を
主

と
し
た
人
間
の
活
動
が
原
因
で
あ
り
、
森
林
伐
採
と
集
約

農
業
も
影
響
し
て
い
る
。
気
温
は
一
九
世
紀
半
ば
以
降
に

一
・
一
℃
近
く
上
昇
、
現
状
で
は
一
〇
年
毎
に
ほ
ぼ
〇
・
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二
℃
上
昇
し
て
い
る
。
気
温
上
昇
ト
レ
ン
ド
は
、
エ
コ
シ

ス
テ
ム
、
社
会
及
び
経
済
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
破
壊
へ
と

向
か
い
、
海
面
上
昇
や
暴
風
雨
、
干
ば
つ
と
洪
水
な
ど
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

気
候
変
動
は
、
物
理
的
リ
ス
ク
と
移
行
リ
ス
ク
と
い
う

二
つ
の
経
路
で
金
融
安
定
に
影
響
す
る
。

・
物
理
的
リ
ス
ク
は
、
気
候
関
連
の
危
険
要
因
と
人
類
や

自
然
シ
ス
テ
ム
が
曝
さ
れ
る
脆
弱
性
と
の
相
互
作
用
で
生

じ
る
。
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
の
頻
度
と
厳
し
さ
や

長
期
的
な
気
候
パ
タ
ー
ン
の
変
化
の
影
響
が
、
経
済
コ
ス

ト
と
金
融
的
な
損
失
を
も
た
ら
す
。
資
本
の
破
壊
と
収
益

性
の
低
下
は
家
計
の
資
産
の
再
配
分
を
誘
発
、
海
面
上
昇

に
よ
る
不
動
産
価
格
の
下
落
な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
。
物

理
的
リ
ス
ク
は
将
来
損
失
の
予
想
に
も
影
響
し
、
結
果
と

し
て
現
在
の
リ
ス
ク
選
好
に
も
影
響
す
る
。

　

自
然
災
害
増
加
と
と
も
に
非
保
険
損
失
が
家
計
、
企

業
、
政
府
そ
し
て
金
融
機
関
の
支
払
い
能
力
を
脅
か
し
か

ね
な
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
気
候
に
よ
る
極
端
な

影
響
の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
と
金
融
機
関
は
損
失
吸

収
に
十
分
な
資
本
が
な
い
状
況
に
陥
る
。
物
理
的
リ
ス
ク

は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
資
産
価
格
下
落
を
伝
播
さ
せ
か

ね
な
い
。

・
移
行
リ
ス
ク
は
、
急
速
な
低
炭
素
化
の
影
響
が
引
き
起

こ
す
も
の
で
、
政
策
変
更
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影

響
、
技
術
の
急
進
展
や
限
界
、
市
場
の
選
好
や
社
会
的
な

規
範
の
変
化
な
ど
を
含
む
。
急
速
な
移
行
で
は
、
化
石
燃

料
の
確
認
埋
蔵
量
の
か
な
り
が
経
済
的
に
採
掘
不
能
な
座

礁
資
産
化
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
影
響

を
及
ぼ
し
う
る
。
自
動
車
産
業
な
ど
他
の
部
門
も
間
接
的

に
移
行
リ
ス
ク
の
影
響
を
受
け
る
。
な
お
、
物
理
的
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
強
い
行
動
が
移
行
リ
ス
ク
を
高
め
る
な

ど
、
両
者
は
相
互
に
連
関
し
、
同
じ
枠
組
み
の
一
部
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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⑶
　
金
融
リ
ス
ク
へ
の
影
響
経
路

　

物
理
的
リ
ス
ク
、
移
行
リ
ス
ク
は
二
次
的
効
果
、
波
及

効
果
を
伴
っ
て
金
融
リ
ス
ク
に
な
る
（
図
表
３
）。

・
信
用
リ
ス
ク
：
気
候
関
連
リ
ス
ク
は
借
手
の
返
済
能
力

を
低
下
さ
せ
、
デ
フ
ォ
ル
ト
確
率
と
デ
フ
ォ
ル
ト
時
損
失

率
を
上
昇
さ
せ
る
。
担
保
資
産
の
減
価
も
信
用
リ
ス
ク
を

増
加
さ
せ
る
。

・
市
場
リ
ス
ク
：
急
速
な
移
行
シ
ナ
リ
オ
（
多
額
の
座
礁

資
産
の
発
生
）
で
は
投
資
家
の
認
識
と
収
益
性
が
変
化

し
、
市
場
損
失
が
投
売
り
に
つ
な
が
る
こ
と
で
金
融
危
機

を
発
生
さ
せ
か
ね
な
い
。

・
流
動
性
リ
ス
ク
：
銀
行
や
ノ
ン
バ
ン
ク
が
影
響
さ
れ

る
。
信
用
及
び
市
場
リ
ス
ク
の
影
響
で
、
銀
行
が
資
金
再

調
達
を
で
き
な
く
な
る
と
銀
行
間
市
場
に
緊
張
が
生
じ

る
。

・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
：
相
対
的
に
影
響
は
大
き

く
な
い
が
、
銀
行
の
オ
フ
ィ
ス
や
デ
ー
タ
が
物
理
的
リ
ス

図表２　極端な気候事象と保険対象額の増加

〔出所〕�　The�Green�Swan レポートグラフ４より、原資料はミュンヘン再保険のレポート（右図は原
資料で修正・更新）
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ク
の
影
響
を
受
け
れ
ば
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
影
響
が
生

じ
、
他
の
金
融
危
機
に
も
波
及
し
う
る
。

・
保
険
リ
ス
ク
：
保
険
及
び
再
保
険
部
門
で
は
、
物
理
的

リ
ス
ク
に
よ
る
予
想
以
上
の
保
険
支
払
い
請
求
や
、
移
行

リ
ス
ク
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
技
術
へ
の
低
す
ぎ
る
保
険
料
設

定
が
発
生
し
か
ね
な
い
。

三�

、
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
気
候
関
連
リ

ス
ク
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
方
法
論
の

検
討

⑴
　
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
分
析
の
必
要
性

　

グ
リ
ー
ン
ス
ワ
ン
事
象
は
、
伝
統
的
な
リ
ス
ク
管
理
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
把
握
で
き
な
い
。〝
認
識
論
的
切
断⑺

〟

が
必
要
で
あ
り
、
問
題
の
再
定
義
を
す
べ
き
で
あ
る
（
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）。
深
い
不
確
実
性
に
よ
っ
て
、
将
来

の
シ
ナ
リ
オ
の
分
析
に
基
づ
く
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

図表３　物理的及び移行リスクが具体化する経路と波及効果

〔出所〕�　The�Green�Swan レポートグラフ６より
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要
に
な
っ
て
い
る
。
気
候
関
連
リ
ス
ク
に
関
与
す
る
中
央

銀
行
と
金
融
監
督
当
局
及
び
実
務
家
の
間
で
は
、
フ
ォ

ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
手
法
の
必
要

性
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
金
融
機
関
や
監
督
当
局
が

フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
分
析
を

行
う
に
際
し
て
の
限
界
と
課
題
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て

い
る
。

・
物
理
的
及
び
移
行
リ
ス
ク
の
実
現
は
、
非
線
形
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
に
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
気
候
・
経
済
モ
デ
ル

は
幅
広
い
要
因
の
相
互
作
用
の
全
て
は
表
せ
ず
、
多
く
の

社
会
・
政
治
的
要
素
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
シ
ナ
リ

オ
に
基
づ
く
分
析
は
注
意
深
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
実

務
的
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
選
択
と
シ
ナ
リ
オ
を
よ
り
細
か
な

部
門
や
企
業
の
指
標
に
変
換
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

・
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
行
動
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、
気
候
関

連
リ
ス
ク
へ
の
保
険
も
ヘ
ッ
ジ
も
で
き
な
い
。
特
定
分
野

で
は
シ
ナ
リ
オ
分
析
が
役
立
つ
が
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
だ
け

で
は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
グ
リ
ー
ン
ス
ワ
ン
事
象
を
避

け
、
持
ち
こ
た
え
る
よ
う
に
は
で
き
な
い
。

　

第
一
の
問
題
は
デ
ー
タ
の
改
善
な
ど
で
部
分
的
に
対
応

で
き
る
が
、
第
二
の
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム
を
構
造
転
換
す
る
こ
と
で
し
か
、
金
融
シ
ス
テ

ム
を
グ
リ
ー
ン
ス
ワ
ン
事
象
か
ら
防
御
で
き
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
手
法
が
役
立
た
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
非
金
融
法
人
や
金
融
機

関
が
そ
れ
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ス
テ

ム
全
体
の
抵
抗
力
を
心
配
す
る
中
央
銀
行
と
規
制
・
監
督

当
局
は
、
手
法
の
発
展
を
よ
り
注
意
深
く
評
価
す
べ
き
で

あ
る
。
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⑵�

　
気
候
・
経
済
モ
デ
ル
、
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
ア
プ

ロ
ー
チ
の
概
要
と
限
界

　

シ
ナ
リ
オ
分
析
の
適
用
で
は
、
気
候
と
社
会
・
経
済
的

要
素
が
ど
う
相
互
作
用
す
る
か
を
各
部
門
や
企
業
レ
ベ
ル

の
シ
ナ
リ
オ
に
変
換
す
る
。
気
候
関
連
の
シ
ョ
ッ
ク
を
既

存
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
手
法
に
組
入
れ
る
の
な
ら
、

シ
ョ
ッ
ク
が
経
済
に
ど
う
影
響
し
、
結
果
と
し
て
金
融
シ

ス
テ
ム
に
は
ど
う
影
響
す
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
第
一

歩
で
あ
る
。

　

移
行
リ
ス
ク
で
は
、
ど
ん
な
目
標
を
追
求
す
る
か
（
二

一
〇
〇
年
時
点
で
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
二
℃

以
下
に
抑
制
す
る
な
ど
）
が
、
い
つ
軽
減
手
段
を
開
始
す

る
か
（
直
ち
に
か
つ
円
滑
に
、
あ
る
い
は
遅
れ
て
不
意

に
）、
ど
ん
な
シ
ョ
ッ
ク
を
適
用
す
る
か
（
政
策
シ
ョ
ッ

ク
～
炭
素
税
及
び
他
の
規
制
手
段
、
ま
た
は
技
術
的
な

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
）
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト

を
マ
ク
ロ
経
済
要
素
な
ど
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
変
換
す
る

に
は
統
合
評
価
モ
デ
ル
（
Ｉ
Ａ
Ｍ⑻

）
を
利
用
。
様
々
な
Ｉ

Ａ
Ｍ
は
多
様
な
手
法
を
用
い
て
い
る
が
、
中
核
部
分
で

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
気
温
上
昇
に
リ
ン
ク
さ
せ
る

気
候
科
学
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
気
温
上
昇
を
経
済
及
び
政
策
に

リ
ン
ク
さ
せ
る
経
済
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
い

る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｍ
を
中
心
に
構
築
さ
れ
た
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン

グ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
気
候
経
済
モ
デ
ル
の
限
界
を
受
け
継

い
で
い
る
。
重
要
な
技
術
的
不
確
実
性
要
因
と
し
て
、
負

の
排
出
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
の
回
収
、
貯
留
）
の
役

割
が
あ
る
。
モ
デ
ル
を
比
べ
る
と
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
は
負
の
排

出
の
役
割
が
大
き
い
（
図
表
４
）。
負
の
排
出
の
役
割
が

少
な
け
れ
ば
大
規
模
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

（
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
、
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
、
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
モ

デ
ル
）、
ま
た
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
性
の
著
し
い
改
善

（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
が
必
要
で
あ
る
。
金
融
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
へ
の
影
響
評
価
が
、
シ
ナ
リ
オ
選
択
に
大
き
く
依
存
す
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る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

⑶�

　
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
企
業
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
へ
の
変

換
と
リ
ス
ク
管
理
で
の
利
用

　

気
候
関
連
リ
ス
ク
を
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
と
金
融

安
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
組
入
れ
る
シ
ナ
リ
オ
の
決
定
で

は
、
各
部
門
や
企
業
レ
ベ
ル
の
細
か
な
指
標
へ
の
変
換
が

重
要
で
あ
る
。
企
業
の
脆
弱
性
は
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
と

共
に
シ
ナ
リ
オ
へ
の
感
応
度
や
適
応
能
力
に
依
存
し
、
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
は
類
似
す
る
が
適
応
能
力
は
異
な
る
企

業
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
気
候
変
動
軽
減
の

動
き
は
、
低
炭
素
技
術
開
発
な
ど
に
よ
る
機
会
も
生
む
。

例
え
ば
、
国
連
環
境
計
画
・
金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、

気
温
上
昇
を
二
℃
以
下
に
抑
制
す
る
社
会
経
済
へ
の
移
行

は
、
三
万
社
の
企
業
に
二
・
一
兆
ド
ル
の
利
益
を
生
む
と

推
計
し
て
い
る
。
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と
機
会
が
、
企
業

の
特
定
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
成
果
指
標
）
に
ど
う
影
響
す
る
か
を

図表４�　2100年の主要なエネルギーミックス（代表的な統合評価モデルの予
測比較）

〔出所〕�　The�Green�Swan レポートグラフ12より（元データはカーボンブリーフ（2018））。なお、
RCP2.6は、IPCCによる Representative�Concentration�Pathway（代表的濃度経路）シナリオ
の内、温暖化効果（放射強制力）を最も抑えた低位安定化シナリオ。
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評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

産
業
や
企
業
の
分
析
で
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ

た
影
響
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
企
業
の
リ
ス
ク
は
、
直

接
的
な
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
の
ス
コ
ー
プ
一
（
排
出
）

～
鉱
業
、
航
空
、
化
学
な
ど
、
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
購

入
に
よ
る
ス
コ
ー
プ
二
（
排
出
）、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
上
流
ま
た
は
下
流
で
の
ス
コ
ー
プ
三
（
排
出
）
が
あ

る
。
例
え
ば
、
自
動
車
産
業
の
場
合
で
は
直
接
的
な
排
出

は
少
な
い
が
、
最
終
ユ
ー
ザ
ー
の
炭
素
燃
焼
は
大
き
い
。

包
括
的
な
リ
ス
ク
評
価
に
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
を

通
し
て
脆
弱
性
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
企
業
へ
の

影
響
を
評
価
す
る
方
法
に
は
、
主
に
量
的
な
要
因
を
考
慮

し
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
モ
デ
ル
を
使
っ
て
企
業
の
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
リ
ス
ク
指
標
に
変
換
す
る
も
の
や
、
様
々

な
文
献
や
デ
ー
タ
を
用
い
て
企
業
の
適
応
能
力
に
関
す
る

質
的
な
判
断
を
広
範
に
行
う
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
れ
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン

グ
な
リ
ス
ク
評
価
を
行
う
際
に
は
、
重
要
な
不
確
実
性
が

発
生
す
る
原
因
に
も
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
、
①
新
し
い
技
術
の
開
発
と
普
及
、
②
各
企
業
の
市

場
支
配
力
、
③
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
負
債
リ
ス
ク
、
が

あ
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
が
部
門
、
企
業
レ
ベ
ル
の
特
定
の
指
標
に
変

換
さ
れ
た
と
し
て
も
、
分
析
を
金
融
機
関
の
内
部
的
な
リ

ス
ク
管
理
手
順
や
監
督
当
局
の
実
務
に
組
み
込
む
こ
と
に

は
困
難
が
伴
う
。
リ
ス
ク
の
認
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
枠

組
み
や
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
リ
ス
ク
軽
減
策
（
そ
の
た
め

の
規
制
活
用
）、
気
候
関
連
の
シ
ョ
ッ
ク
が
金
融
シ
ス
テ

ム
内
部
で
伝
播
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
な
ど
が
必
要
で

あ
る
。

　

将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
資
産
価

格
や
格
付
け
が
ど
れ
だ
け
影
響
を
受
け
る
か
は
明
確
で
は

な
い
。
だ
が
、
限
界
は
あ
る
が
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
分
析

は
、
将
来
の
リ
ス
ク
に
適
応
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
高
め
よ
う
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と
す
る
金
融
機
関
と
非
金
融
法
人
に
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
方
法
論
的
な
障
害
は
行
動
し
な
い
こ
と
の
口
実
に
は

な
ら
な
い
。
気
候
関
連
リ
ス
ク
は
現
実
の
も
の
で
あ
る
。

　

中
央
銀
行
と
金
融
規
制
・
監
督
当
局
は
、
①
気
候
関
連

リ
ス
ク
の
不
確
実
性
と
非
線
形
性
と
い
う
特
徴
を
よ
り
よ

く
説
明
す
る
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
不
均
衡
モ
デ
ル
、
感
応

性
分
析
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど
）
の
探
求
、
②
モ
デ
ル

を
越
え
た
、
よ
り
全
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
開
発
、
を
行

う
べ
き
だ
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
と
頑
健
性
を
目
指

す
質
的
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。

四�

、
気
候
変
動
へ
の
政
策
対
応
と
中
央

銀
行
の
役
割

⑴
　
中
央
銀
行
と
規
制
・
監
督
当
局
の
対
応

　

中
央
銀
行
と
規
制
・
監
督
当
局
は
、
複
雑
で
適
応
的
な

シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
、
こ
れ
に

は
広
範
な
社
会
の
変
化
や
他
の
当
局
と
の
協
調
に
関
す
る

多
面
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
中
央
銀
行
は
深
い
不
確

実
性
に
対
応
す
る
た
め
、
気
候
変
動
の
時
代
の
海
図
の
な

い
海
域
へ
と
導
か
れ
る
。
一
方
で
は
リ
ス
ク
の
計
測
の
み

に
依
存
で
き
ず
、
他
方
で
他
の
政
府
機
関
が
行
動
す
る
の

を
待
つ
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
最
悪
の
場
合
〝
最
後
の
気

候
の
救
済
者
〟
と
し
て
の
介
入
が
必
要
に
な
る
。

　

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
蓄
積
は
不
可
逆
的
な
影
響
に
つ

な
が
り
、
遅
れ
た
段
階
で
の
対
処
は
不
可
能
で
な
く
て
も

困
難
で
あ
る
。
気
候
変
動
で
存
続
不
能
と
な
っ
た
経
済
で

は
、
銀
行
の
破
綻
処
理
を
行
う
の
は
極
め
て
困
難
だ
ろ

う
。
一
方
で
中
央
銀
行
は
、
政
府
の
行
動
に
取
っ
て
代
わ

る
べ
き
と
の
社
会
的
要
求
に
屈
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
低

炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
複
雑
な
社
会
経
済
的
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
中
央
銀
行
が
〝
グ
リ
ー
ン
量
的
緩
和

（
Ｑ
Ｅ
）〟
を
実
施
す
べ
き
と
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
活
用
は
高
度
に
政
治
的
な
論
争
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図表５�　5Cs�（contribute�to�coordination�to�combat�climate�change）
～気候変動との戦いへの協調に貢献する

〔出所〕�　レポートのBoxB より作成。
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を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
中
央
銀
行
員
は
選
挙
で
選
ば

れ
た
の
で
は
な
く
、
市
民
社
会
の
論
争
に
取
っ
て
代
わ
っ

た
り
、
論
争
を
迂
回
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
実
際
的

な
観
点
で
も
、
気
候
変
動
の
軽
減
に
は
、
財
政
、
産
業
及

び
土
地
利
用
政
策
な
ど
の
中
央
銀
行
が
何
の
経
験
も
な
い

様
々
な
政
策
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
手
詰
ま
り
状
態
を
解
決
し
、
他
の
政
策
当

局
の
代
替
を
す
る
こ
と
な
し
に
よ
り
長
期
的
な
時
間
軸
で

マ
ン
デ
ー
ト
を
達
成
す
る
に
は
、
中
央
銀
行
は
広
範
か
つ

協
調
さ
れ
た
変
革
に
積
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中

央
銀
行
は
、
独
自
の
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
社

会
的
な
論
争
に
貢
献
す
る
た
め
に
新
た
な
行
動
と
政
策
を

提
案
で
き
る
だ
ろ
う
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
中
央
銀
行
は

５
Ｃ
ｓ
（
気
候
変
動
と
の
戦
い
の
協
調
へ
の
貢
献
）
で
の

対
応
が
可
能
で
あ
り
（
図
表
５
）、
気
候
変
動
と
金
融
安

定
の
〝
リ
ス
ク
〟〝
時
間
軸
〟〝
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
〟
に

つ
い
て
実
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
す
べ
き
だ
と
論
じ

て
い
る
。

⑵�

　
金
融
安
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
健
全
性
規
制
で
の
対
応

と
追
加
的
な
役
割

　

中
央
銀
行
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
測
定
に
伴
う
方
法

論
的
な
課
題
と
代
替
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
認
識
し

つ
つ
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
を
金
融
安
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と

ミ
ク
ロ
の
監
督
に
組
入
れ
よ
う
と
し
続
け
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
第
一
の
任
務
は
気
候
関
連
リ
ス
ク
の
規

模
の
評
価
で
あ
り
、
気
候
シ
ナ
リ
オ
を
組
み
込
ん
だ
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
な
ど
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
の
任
務
は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
が
個
々
の
金
融
機

関
の
戦
略
と
リ
ス
ク
管
理
の
手
順
に
組
入
れ
ら
れ
る
の
を

確
実
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
財
務

情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
な
ど
の
自
発
的
開
示
に
加

え
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
統
合
を
強
化
し
体
系
化
す
る
た

め
の
義
務
的
開
示
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
金
融
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機
関
は
気
候
関
連
リ
ス
ク
を
よ
り
理
解
し
、
長
期
的
な
戦

略
と
リ
ス
ク
管
理
手
順
、
投
資
判
断
で
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
。

　

な
お
、
ど
う
す
れ
ば
気
候
関
連
リ
ス
ク
を
バ
ー
ゼ
ル
枠

組
み
の
三
つ
の
柱
に
組
入
れ
ら
れ
る
か
も
議
論
さ
れ
始
め

て
い
る
。
第
一
の
柱
（
最
低
自
己
資
本
要
件
）
で
は
、

〝
グ
リ
ー
ン
支
援
的
要
素
〟
や
〝
ブ
ラ
ウ
ン
罰
則
的
要

素
〟
の
提
案
が
あ
る
。
中
国
で
グ
リ
ー
ン
貸
出
の
定
義
が

確
立
さ
れ
、
欧
州
委
員
会
も
こ
う
し
た
分
類
を
提
案
し
て

い
る
。
第
二
の
柱
（
リ
ス
ク
管
理
の
監
督
・
検
証
）
で

は
、
気
候
関
連
リ
ス
ク
を
適
切
に
監
視
・
管
理
し
て
い
な

い
場
合
、
規
制
当
局
が
個
々
に
追
加
の
資
本
を
命
じ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
期
待
水
準

の
設
定
が
必
要
だ
ろ
う
（
英
国
で
は
気
候
関
連
リ
ス
ク
経

の
対
応
を
経
営
陣
の
機
能
と
し
て
要
請
）。
第
三
の
柱

（
開
示
要
件
）
で
は
、
体
系
化
し
た
気
候
関
連
リ
ス
ク
の

開
示
に
よ
る
リ
ス
ク
の
価
格
付
け
改
善
や
よ
り
効
率
的
な

資
本
配
分
へ
の
貢
献
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
法
一
七
三
条
な
ど
の
動
き
が
あ

る
。

　

中
央
銀
行
は
、
よ
り
広
範
な
社
会
・
経
済
的
な
変
化
の

提
唱
者
の
役
割
を
果
た
せ
る
。
そ
う
し
た
変
化
な
し
で

は
、
中
央
銀
行
の
現
行
の
政
策
と
金
融
安
定
の
維
持
が
成

功
す
る
可
能
性
は
限
ら
れ
る
。
困
難
だ
が
、
中
央
銀
行
と

規
制
・
監
督
当
局
に
は
以
下
の
行
動
が
期
待
さ
れ
る
。

・
自
己
資
産
の
運
用
や
金
融
政
策
運
営
で
担
保
資
産
へ
の

Ｅ
Ｓ
Ｇ
基
準
の
導
入
を
検
討
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
価
値
を
支
持
し
、
長
期
志
向
の
重
視
に
貢
献

・
将
来
の
気
候
上
の
緊
急
課
題
へ
の
対
処
に
不
可
欠
な
新

し
い
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
（
財
政
、
金
融
、
健
全
性
）
の

探
求
と
そ
の
必
要
性
に
関
す
る
社
会
的
な
議
論
、

・
気
候
安
定
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共
財
と
考
え
、
国
際
通

貨
－
金
融
シ
ス
テ
ム
の
手
段
と
改
革
に
よ
っ
て
支
え
る
こ

と
、
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・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
企
業
会
計
枠
組
み
と
国
民
経
済

計
算
枠
組
み
に
組
入
れ
る
こ
と
。

五
、
結
び
に
代
え
て

　

グ
リ
ー
ン
ス
ワ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
は
、
気
候
変
動
に
関
す

る
幅
広
い
分
析
や
議
論
を
参
照
し
、
不
確
実
性
の
高
い
問

題
に
伴
う
方
法
論
的
な
課
題
を
検
討
し
、
中
央
銀
行
や
金

融
規
制
・
監
督
当
局
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
論
じ
て
い

る
。

　

中
央
銀
行
が
で
き
な
い
（
す
べ
き
で
な
い
）
点
も
繰
り

返
し
指
摘
し
て
い
る
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
筆
者
た
ち
は
、
新

し
い
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
検
討
や
気
候
変
動
対
応
の
議

論
へ
の
貢
献
な
ど
、
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
へ
の
強
い
危
機

感
を
踏
ま
え
、
中
央
銀
行
は
可
能
な
限
り
の
対
応
や
気
候

関
連
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
議
論
の
深
化
へ
の
貢
献
な
ど
そ

の
役
割
を
広
げ
る
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。
今
後
こ
う
し

た
議
論
が
ど
う
展
開
さ
れ
て
い
く
か
、
注
目
し
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
た
い⑼

⑽

。

（
注
）

⑴　

Patrick�Bolton,�M
organ�D

espres,�Luiz�A
w
azu�Pereira�da�

Silva,�Frédéric�Sam
am
a,�Rom

ain�Svartzm
an

“The�green�
sw
an�Central�banking�and�financial�stability�in�the�age�of�

clim
ate�change

”BIS,�January�2020.

な
お
、
レ
ポ
ー
ト
は
筆
者

た
ち
の
個
人
的
見
解
。https://w

w
w
.bis.org/publ/othp31.pdf

⑵　

N
GFS

（N
etw
ork�for�Greening�the�Financial�System

：
気

候
変
動
リ
ス
ク
に
係
る
金
融
当
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
“First�Prog�

Prog�
ress�Report

”,�O
ctober�2018,�First�com

prehensive�report

“A�
call�for�action�C

lim
ate�change�as�a�source�of�financial�

risk

”A
pril�2109,

“Macroeconom
ic�and�financial�stability�

Im
plications�of�clim

ate�change

”July�2019

な
ど
。

⑶　

Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
：
「
金
融
行
政
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

二
〇
二
〇
年
一
月
の
二
五
ペ
ー
ジ
、〝
気
候
リ
ス
ク
等
に
係
る
金
融
当

局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｇ
Ｆ
Ｓ
）
へ
の
参
画
〟
を
参
照
。https://

w
w
w
.fsa.go.jp/policy/sdgs/F

SA
StrategyforSD

G
s_2020.

htm
l

⑷　

M
ark�Carney,�

“Breaking�the�T
ragedy�of�the�H

orizon�–�
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グリーンスワン・レポートの紹介～気候リスクへの中央銀行、金融規制当局の対応
C
lim
ate�C

hange�and�F
inancial�Stability.

”Speech�at�
Lloydʼs�of�London,�London,�Septem

ber�2015.
⑸　

例
え
ば
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
教
授
）
は
、〝
最
も
有
効
な
政
策
は
、
二
酸
化
炭
素

（CO
2

）
な
ど
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
。

炭
素
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
政
策
は
、
炭
素
税
と
排
出

量
取
引
の
二
つ
だ
ろ
う
〟
と
し
て
い
る
。
日
経
新
聞
、
二
〇
二
〇
年

二
月
六
日
付
、
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ピ
ニ
オ
ン
よ
り
引
用
。

⑹　

M
ark�Carney,

“A�T
ransition�in�T

hinking�and�A
ction.

”

Rem
arks�at�the�International�Clim

ate�Risk�Conference�for�
Supervisors,�T

he�N
etherlands�Bank,�A

m
sterdam

,�A
pril�

2018

⑺　
〝
認
識
論
的
切
断
〟
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
が
提
唱

し
た
概
念
。
新
し
い
科
学
的
認
識
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
れ
を
妨
げ

て
い
る
認
識
論
的
な
障
害
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
も
の
。

⑻　

統
合
評
価
（
モ
デ
ル
）
と
は
、
環
境
変
化
の
状
況
と
帰
結
及
び
政

策
対
応
を
評
価
す
る
た
め
、
物
理
学
、
生
物
学
、
経
済
及
び
社
会
科

学
分
野
か
ら
の
結
果
と
モ
デ
ル
、
構
成
要
素
の
相
互
作
用
を
整
合
的

な
枠
組
み
で
結
び
付
け
る
分
析
方
法
。IPCC,�2014:�Clim

ate�
Change�2014:�Synthesis�Report.�Intergovernm

ental�Panel�
on�Clim

ate�Change�IPCC,�

のGlossary

を
参
照
。

⑼　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
か
ら
の
報
告
書
（
第
五
次
報
告
書
、
第
六
次
報
告
書
サ

イ
ク
ル
の
特
別
報
告
書
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
一
・
五
℃
特
別
報
告
書
」
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
た
。

⑽　

気
候
変
動
の
資
本
市
場
へ
の
影
響
全
般
に
つ
い
て
は
、
玉
木
林
太

郎
（
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
事
務
次
長
（
当
時
））：

〝
気
候
変
動
と
資
本
市
場
〟
二
〇
一
六
年
三
月
、「
資
本
市
場
を
考
え

る
会
」
公
益
財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究
所
を
参
考
に
し
た
。

�

（
さ
し
だ
　
あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


